
　アパレル商品の販売では、ファッショントレンド、気候、消費者心理など不確実な変動要因が多々あり、需要予測が難しいの
も現状である。現時点では定性的感覚での需要予測や計画を行なっているためにムリ、ムダ、ムラといった生産性の低下を引
き起こしてしまっている。これらを回避するためにはサプライチェーンの高度化に加え、需要予測や計画精度を高める必要が
あった。 
　サプライチェーンの高度化、需要予測の精度向上のためには、これまでのPOS 上の売上データからの情報のみならず、店
舗内での顧客の購買意欲が記される商品動向の可視化が極めて重要である。店舗内に陳列されている商品には、顧客から手
に取られたり、試着室に持ち込まれたりして、最終的に購入される。中には、手に取られても購入に至らなかったり、全く手に
も触れられない商品も存在したりする。つまり店舗内商品の動向を把握することができれば、顧客の購買意欲をはっきりと定
量的に把握することができるようになる。 
　この商品のサプライチェーンのみならず店舗内も含めた商品の位置空間情報をRFID を活用することで取得分析し、戦略
的な各種計画の高度化を実現することで、アパレル生産性の向上モデルを実現した。

システムの概要

　本モデルではRFIDの活用により、サプライチェーンの高度化、店舗運営の高度化、企画・計画精度の向上を実現し、それ
によってアパレル業務全体の生産性を向上し、利益確保が可能になるモデルを構築した。

❶ ＲＦＩＤによるアパレルサプライチェーンの高度化
　中国の生産現場から日本国内のアパレルショップまでの日中間物流の可視化及び効率化を実現しアパレルサプライチェーン
モデルの高度化を実現。

❷ ＲＦＩＤによる店舗運営の高度化
　店舗業務の効率化に加え、商品を手に取ったといった顧客の購買行動の様子を定量的に把握。

❸ ＲＦＩＤによる企画・計画精度の向上
　商品のサプライチェーン及び店頭でのトレーサビリティ情報を分析、活用することで各種計画、企画の高度化を実現。

システムの特徴

自動認識技術による位置空間情報の取得・活用
とアパレル生産性向上モデル
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実施効果：RFIDの活用による位置空間情報の取得・活用とアパレル生産性向上

モデル構成：サプライチェーン及び店頭活用イメージ
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RFIDを活用したアパレル生産性向上モデルについて
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店頭での商品トレーサビリティ取得機器イメージ

情報利活用モデル
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商品トレーサビリティの活用
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